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本研究では、富山県の薬売りという職業とユーモア・外向性という人々の特性に着目し、地域の伝統的生業形態が人々の行動や特性に与える影響について検討することを目的とした。
「富山の薬売り」とは、江戸時代より富山県を拠点とし日本全国の村々に売薬の行商にでかけた男性商人を指す(富山県薬業史, 1987)。薬売りは見知らぬ他者への売薬によって生計を営んでいたため、彼らと良好な関係を築く手段の一つとして、初対面他者にでも面白さの理解されやすい「普遍的な性質をもったユーモア」や、初対面他者との相互作用状況で肯定的に評価されやすい外向性に関する志向を兼ね備えていたことが考えられる。薬売りが全国に赴いて売薬をする必要のない今日では、これらの特性を備える必要はないように思える。しかし、「普遍的ユーモアや外向的ふるまいが初対面他者から気に入られる」という文化的共有信念が、民間伝承や家庭教育の中で歴史的に伝えられてきたとしたら、現在も当該地域の男性が普遍的ユーモア・外向的な行動をとり続けている可能性がある。
以上より、歴史的に薬売りが多く住んでいた地域に住む男性は、他地域の男性と比べて、
●「普遍的ユーモア」の①選好、②使用傾向、③「普遍的ユーモアを備える人は良好な対人関係を持つと一般的に考えられている」という信念があるだろう。
●①外向性、②「外向的な人は良好な対人関係を持つと一般的に考えられている」という信念があるだろう。
という仮説が導かれる。この仮説を検証するため、質問紙調査を行った。その際、最長居住地が富山県内である学生と一般人を対象にした。
その結果、「普遍的ユーモア」の選好・使用傾向では男性の地域差は見られなかったものの、非薬売り地域よりも薬売り地域に住む男性の方が、「自分の住む社会では『普遍的ユーモアを備える人は良好な対人関係を持つ』と考えられている」という信念を持つことが分かった。同様に、自身の外向性では男性の地域差は見られなかったものの、非薬売り地域よりも薬売り地域に住む男性の方が、「自分の住む社会では『外向的な人は良好な対人関係を持つ』と考えられている」という信念を持つことが分かった。
これらの結果は、現代の薬売り地域の男性の間には「普遍的ユーモアや外向的なふるまいはより良い人間関係を持てる」という信念が共有されている、ということを示している。
